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平成２２年（フ）第９７号
栃木県小山市大字間々田138番地54

債務者 舘野 公一
１ 決定年月日時 平成22年６月17日午前10時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年８月30日まで
５ 免責審尋期日 平成22年８月31日午後２時

宇都宮地方裁判所栃木支部
平成２２年（フ）第４０９号
川崎市川崎区大島上町15番９号 渡辺第二ビ
ル202

債務者 大和 貴史
１ 決定年月日時 平成22年６月17日午後４時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年８月30日まで
５ 免責審尋期日 平成22年８月31日午後１時30

分
横浜地方裁判所川崎支部破産係

平成２２年（フ）第１０１７２号
東京都大田区東嶺町30`21`201

債務者 島津ちとせ
１ 決定年月日時 平成22年６月15日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年８月31日まで
５ 免責審尋期日 平成22年８月31日午後２時

東京地方裁判所民事第20部
平成２２年（フ）第１０１７３号
東京都足立区千住曙町25`６`202

債務者 後藤喜久美
１ 決定年月日時 平成22年６月15日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年８月31日まで
５ 免責審尋期日 平成22年８月31日午後２時

東京地方裁判所民事第20部

平成２２年（フ）第１０４５８号
東京都北区浮間２丁目６`15`201

債務者 和久津憲一
１ 決定年月日時 平成22年６月16日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年８月31日まで
５ 免責審尋期日 平成22年８月31日午前10時

東京地方裁判所民事第20部
平成２２年（フ）第１５７５号
横浜市都筑区大丸16番17`401号
債務者 林 美和
１ 決定年月日時 平成22年６月16日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年８月31日まで
５ 免責審尋期日 平成22年９月１日午後４時

横浜地方裁判所第３民事部
平成２２年（フ）第３６７９号
東京都荒川区東日暮里５丁目24`７`202

債務者 砂川 誠
１ 決定年月日時 平成22年６月16日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年９月２日まで
５ 免責審尋期日 平成22年９月２日午後４時

東京地方裁判所民事第20部
平成２２年（フ）第７０５号
東京都西東京市富士町４丁目７番21号コーポ
東伏見台Ａ棟104号
債務者 海部 雅之
１ 決定年月日時 平成22年６月16日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年９月２日まで
５ 免責審尋期日 平成22年９月２日午前11時

東京地方裁判所立川支部民事第４部

平成２２年（フ）第７２８号
東京都大田区山王２丁目15番12号
債務者 齋藤友希子
１ 決定年月日時 平成22年６月16日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年９月２日まで
５ 免責審尋期日 平成22年９月２日午後３時

東京地方裁判所立川支部民事第４部
平成２２年（フ）第７９３号
東京都東大和市芋窪４丁目1516番地の11

債務者 宮代 美穂
１ 決定年月日時 平成22年６月16日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年９月２日まで
５ 免責審尋期日 平成22年９月２日午後３時

東京地方裁判所立川支部民事第４部
平成２２年（フ）第３５２号
静岡県浜松市南区安松町86番地の５、前住所
静岡県浜松市中区和合町220番地の505ヒル
トップ和合１`309

債務者 丸田 淑美
１ 決定年月日時 平成22年６月17日午前10時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年９月３日まで
５ 免責審尋期日 平成22年９月３日午前10時30

分
静岡地方裁判所浜松支部破産係

平成２２年（フ）第１０４号
釧路市阿寒町中央１丁目９番１`203号
債務者 雫石 瑠美
１ 決定年月日時 平成22年６月16日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年９月６日まで
５ 免責審尋期日 平成22年９月８日午前９時30

分
釧路地方裁判所

平成２２年（フ）第１２８号
北海道釧路郡釧路町北都１丁目２番地１ メ
ゾンソレイユ102号室
債務者 佐々木千鶴子
１ 決定年月日時 平成22年６月16日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年９月６日まで
５ 免責審尋期日 平成22年９月８日午前９時30

分
釧路地方裁判所

平成２２年（フ）第１４０号
北海道釧路郡釧路町わらび２丁目21番地
債務者 佐藤 智子（旧姓飯田）
１ 決定年月日時 平成22年６月16日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年９月６日まで
５ 免責審尋期日 平成22年９月８日午前９時30

分
釧路地方裁判所

平成２２年（フ）第１４１号
釧路市昭和北３丁目９番17号
債務者 井戸向直子（旧姓小松）
１ 決定年月日時 平成22年６月16日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年９月６日まで
５ 免責審尋期日 平成22年９月８日午前９時30

分
釧路地方裁判所

平成２２年（フ）第１５２号
釧路市住之江町11番1502号 道営住宅
債務者 藤田 寛
１ 決定年月日時 平成22年６月16日午後５時
２ 主文 債務者について破産手続を開始する。

本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 免責意見申述期間 平成22年９月６日まで
５ 免責審尋期日 平成22年９月８日午前９時30

分
釧路地方裁判所
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